
川崎市立図書館の貸出カードについて 

１ 図書館資料の貸出カード使用状況 

  川崎市立図書館では、図書館資料の貸出しを受けようとする場合には、貸出カードのほか、川崎市利用者識

別カードを貸出カードとして使用できるように川崎市立図書館規則（平成２年川崎市教育委員会規則第１５号）

において定めている。

【川崎市利用者識別カードの図書館資料の貸出カードとしての使用状況】 

川崎市利用者識別カードを貸出カードと

して使用している人数
図書館の個人利用登録人数 割合

５０９人 ６７２，８９９人 ０．０８％

                                 （平成２９年１０月３１日現在）

２ 川崎市利用者識別カードについて 

（１）川崎市利用者識別カードとは 

   住所氏名等の個人情報を登録することで、様々な行政サービスを受けられるカード。 

   ＜例＞ ・専用端末での証明書交付（住民票等） 

       ・インターネットでの電子申請（粗大ごみ収集申込等） 

       ・図書館資料の貸出カードとしての使用 

（２）川崎市利用者識別カードの廃止 

   川崎市利用者識別カードの交付等に関する規則（平成１８年川崎市規則第１３６号）の廃止に伴い、川崎

市利用者識別カードが利用できなくなる。 

   廃止日時 平成２９年１２月２９日（金） 

３ 図書館における対応 

（１）平成２９年１２月２８日（木）は、１７時で図書館が閉館し、ホームページでの図書等の予約も、同日

時から平成３０年１月４日（木）まで停止することから、平成２９年１２月２８日（木）１７時をもって、

川崎市利用者識別カードの貸出カードとしての使用を終了する。 

（２）川崎市利用者識別カードを貸出カードとして使用している利用者に対しては、貸出カードへの切替えを

案内するため、個別に葉書を送付(１０月３１日に完了)したほか、図書館内掲示、図書館ホームページ及

び図書館だよりへの掲載により、周知を図っている。 

  ア 平成２９年１２月２８日（木）までの手続き 

    貸出カード申込書に記入の上、川崎市利用者識別カードとともに図書館カウンターに提出する。 

  イ 平成３０年１月５日（金）以降の手続き 

    貸出カード申込書に記入の上、川崎市利用者識別カード及び住所の記載された身分証明書とともに図

書館カウンターに提出する。（川崎市利用者識別カードは廃止後であり身分証明書として使用できなく

なるため。） 


